
事件番号：平成◎◎年（家イ）第●●●●号　遺産分割調停申立事件

京都家庭裁判所遺産分割▽▽係   宛

平成●●年　４月　１日

届出人

私の現住所及び送達場所等は次のとおりです。(□の該当箇所にレ印又は■を記載する。)

１　現住所【現実に生活の本拠としているところを記載する。】

　　■ 現住所は，申立書に記載のとおりです。

　　□ 現住所は，次のとおりです。

　　　〒__________－___________________　　　　　

　　　　　 　　都･道･府･県　　 　　　　　　市･郡　　　　　 　　　　区･町･村

　　　　　 　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　(　　　　　様方)

　上記の現住所は住民登録を　□ 行っている。  □ 行っていない。

２　送達場所

  標記の事件について，書類は次の場所に送付してください。

    ■ 上記１の現住所に送付してください。

    □ 次の場所を届け出ます（□実際に住んでいる。　□住んでいない。）。

　　　〒__________－___________________　　　　　

　 　　　　　都･道･府･県 　　　　　　　市･郡 　　　　　　　区･町･村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(　　　　様方)

　あなたと上記送達場所との関係（□就業場所，□実家，□　　　　　　　　　　）

    ■ 支障はない。

３　審判書[1]や調停調書[2]に，上記１の現住所を記載し，あなた以外の当事者にその情報
を開示することに支障がありますか。

    [1] 　裁判所の決定（審判）の際に作成される，決定内容を記載した書面
　　[2] 　調停が成立した時点で作成される，合意内容を記載した書面

※あなたが実際にはいない場所を送達場所として指定する場合には，別途「送達受取人の届
出」が必要ですので，担当書記官にお問い合わせください。

京　都　次　郎
■ 申立人
□ 相手方

固定電話（  ０７５  ）●●●　－●●●●

携帯電話（  ０９０  ）●●●●－●●●●
　　□ どちらに連絡があってもよい。
　　■ できる限り,[□固定電話/■携帯電話]への連絡を希望
　　□ 委任状記載の弁護士事務所の固定電話への連絡を希望

現住所及び送達場所等の届出書

    □ 支障がある。
　　　 →「現住所秘匿の上申書」の提出が必要ですので担当書記官にお申し出ください。
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